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皇
太
子
同
妃
両
殿
下
並
び
に
愛
子
内
親
王
殿
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
去
る
八
月
十
日

　

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
並
び
に
愛
子
内
親
王
殿
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
去
る
八
月
十
日

（
水
）・
十
一
日（
木
・
祝
）と
二
日
間
に
わ
た
り
、
松
本
市
に
お
い
て
初
め
て
の
国
民
の
祝

（
水
）・
十
一
日（
木
・
祝
）と
二
日
間
に
わ
た
り
、
松
本
市
に
お
い
て
初
め
て
の
国
民
の
祝

日
「
山
の
日
」
を
祝
う
記
念
全
国
大
会
を
晴
天
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

日
「
山
の
日
」
を
祝
う
記
念
全
国
大
会
を
晴
天
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

【
信
州

【
信
州
四四よ

も
や
ま

よ
も
や
ま

方
山
方
山
祭
り
】

祭
り
】
八
月
十
日
・
十
一
日　

上
高
地
及
び
松
本
城
公
園

八
月
十
日
・
十
一
日　

上
高
地
及
び
松
本
城
公
園

　

山
の
国
信
州
は
、
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
謳
わ
れ
る
と
お
り
「
四
方
に
聳（
そ
び
）ゆ
る

　

山
の
国
信
州
は
、
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
謳
わ
れ
る
と
お
り
「
四
方
に
聳（
そ
び
）ゆ
る

山
々
」
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
山
の
恩
恵
を
感
じ
て
い
ま
す
。
信
州
四
方
山
祭
り

山
々
」
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
山
の
恩
恵
を
感
じ
て
い
ま
す
。
信
州
四
方
山
祭
り

で
は
、
山
の
価
値
や
魅
力
を
観
光
客
等
の
多
く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ル
プ
ホ

で
は
、
山
の
価
値
や
魅
力
を
観
光
客
等
の
多
く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ル
プ
ホ

ル
ン
の
演
奏
や
鈴
木
啓
助
教
授（
信
州
大
学
）に
よ
る
「
山
の
恵
み
、
そ
し
て
山
と
海
の
つ

ル
ン
の
演
奏
や
鈴
木
啓
助
教
授（
信
州
大
学
）に
よ
る
「
山
の
恵
み
、
そ
し
て
山
と
海
の
つ

な
が
り
」
と
題
す
る
講
演
等
を
行
い
ま
し
た
。

な
が
り
」
と
題
す
る
講
演
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
山
の
日
」
の
象
徴
で
あ
る
「
山
の
日
帽
」
を
国
か
ら
実
行
委
員
会
の
会
長（
松

　

ま
た
、「
山
の
日
」
の
象
徴
で
あ
る
「
山
の
日
帽
」
を
国
か
ら
実
行
委
員
会
の
会
長（
松

本
市
長
）が
受
け
取
り
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
市
長
）が
受
け
取
り
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【「
山
の
日
」
制
定
記
念
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

【「
山
の
日
」
制
定
記
念
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
】
八八
月
十
日　

あ
が
た
の
森
文
化
会
館

月
十
日　

あ
が
た
の
森
文
化
会
館

　
「
山
」
に
関
係
の
深
い
各
国
大
使
館
や
省
庁
の
関
係
者
な
ど
の
方
が
集
い
、
子
ど
も
や

　
「
山
」
に
関
係
の
深
い
各
国
大
使
館
や
省
庁
の
関
係
者
な
ど
の
方
が
集
い
、
子
ど
も
や

高
齢
者
、
外
国
人
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
誰
も
が
山
に
親
し
む
機
会
を
得
る
た
め
の
山
岳

高
齢
者
、
外
国
人
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
誰
も
が
山
に
親
し
む
機
会
を
得
る
た
め
の
山
岳

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
先
進
事
例
の
発
表
や
意
見
交
換
を
行
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
先
進
事
例
の
発
表
や
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
秋
山
哲
男
教
授（
中
央
大
学
）が
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
活
用
や
食
べ

　

基
調
講
演
で
は
、
秋
山
哲
男
教
授（
中
央
大
学
）が
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
活
用
や
食
べ

第
１
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
開
催

山
と
共
に　

〜
人
と
自
然
が
つ
な
が
る
社
会
へ
〜

や
す
い
食
材
の
工
夫
、
バ
ス
と
鉄
道
の
ホ
ー
ム
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
移
動
負
担
の
軽

や
す
い
食
材
の
工
夫
、
バ
ス
と
鉄
道
の
ホ
ー
ム
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
移
動
負
担
の
軽

減
な
ど
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

減
な
ど
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
英
国
大
使
館
の
グ
レ
ッ
グ
・
マ
ル
ハ
ー
ン
参
事
官
か
ら
は
、「
英
国
で
は
、
山

　

ま
た
、
英
国
大
使
館
の
グ
レ
ッ
グ
・
マ
ル
ハ
ー
ン
参
事
官
か
ら
は
、「
英
国
で
は
、
山

岳
地
帯
を
散
歩
す
る
伝
統
が
あ
り
、
フ
ッ
ト
パ
ス
と
呼
ば
れ
る
歩
道
が
縦
横
に
走
っ
て
お

岳
地
帯
を
散
歩
す
る
伝
統
が
あ
り
、
フ
ッ
ト
パ
ス
と
呼
ば
れ
る
歩
道
が
縦
横
に
走
っ
て
お

り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

事
例
報
告
等
を
受
け
中
島
副
知
事
が
「
山
岳
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド

事
例
報
告
等
を
受
け
中
島
副
知
事
が
「
山
岳
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
は
『
人
の
手
』『
道
具
』『
勇
気
』
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
３
つ
が
あ
れ
ば
ど
こ
に

に
は
『
人
の
手
』『
道
具
』『
勇
気
』
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
３
つ
が
あ
れ
ば
ど
こ
に

で
も
行
け
る
と
い
う
山
岳
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
た
い
」
と
ま
と
め
ま

で
も
行
け
る
と
い
う
山
岳
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
た
い
」
と
ま
と
め
ま

し
た
。

し
た
。

【
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
】

【
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
】
八
月
十
日　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

八
月
十
日　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
、

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
、
ジジ

ビ
エ
、
地
元
産
の
野
菜
、
キ
ノ
コ
、
信
州
サ
ー
モ
ン
と
い
っ

ビ
エ
、
地
元
産
の
野
菜
、
キ
ノ
コ
、
信
州
サ
ー
モ
ン
と
い
っ

た
信
州
の
自
然
の
恵
み
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

た
信
州
の
自
然
の
恵
み
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

【
記
念
式
典

【
記
念
式
典
】】
八
月
十
一
日　

上
高
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

八
月
十
一
日　

上
高
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
「
山
の
日
」
当
日
は
、
我
が
国
の
近
代
登
山
の
発
祥
の
地

　
「
山
の
日
」
当
日
は
、
我
が
国
の
近
代
登
山
の
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
、
英
国
の
登
山
家
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
エ

と
言
わ
れ
、
英
国
の
登
山
家
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
エ

ス
ト
ン
に
よ
っ
て
全
国
屈
指
の
山
岳
景
勝
地
と
し
て
世
界

ス
ト
ン
に
よ
っ
て
全
国
屈
指
の
山
岳
景
勝
地
と
し
て
世
界

へ
の
扉
が
開
か
れ
た
上
高
地
で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

へ
の
扉
が
開
か
れ
た
上
高
地
で
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
約
四
百
名
の
皆
様
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
青
空
が
広
が
り
、
穂
高
連
峰
が

　

式
典
に
は
、
約
四
百
名
の
皆
様
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
青
空
が
広
が
り
、
穂
高
連
峰
が

は
っ
き
り
姿
を
現
す
中
、
皇
太
子
殿
下
か
ら
お
言
葉（
表
紙
の
写
真
）を
い
た
だ
い
た
後
、

は
っ
き
り
姿
を
現
す
中
、
皇
太
子
殿
下
か
ら
お
言
葉（
表
紙
の
写
真
）を
い
た
だ
い
た
後
、

セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ

セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ  

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル  

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
や
宇
宙
飛
行

ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
や
宇
宙
飛
行

アルプホルンの演奏：松本城公園アルプホルンの演奏：松本城公園

司会：萩原浩司さん　工藤夕貴さん司会：萩原浩司さん　工藤夕貴さん

「山の日帽」の受け渡し：松本城公園「山の日帽」の受け渡し：松本城公園

各国大使館関係者等による事例発表各国大使館関係者等による事例発表

北川桜ヨーデルコンサート：上高地北川桜ヨーデルコンサート：上高地

各国大使館関係の来賓の方々各国大使館関係の来賓の方々

歓迎レセプションの様子歓迎レセプションの様子
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【
祝
祭
式
典
】

【
祝
祭
式
典
】
八
月
十
一
日　

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

八
月
十
一
日　

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

　

八
月
十
一
日
の
午
後
に
松
本
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
祝
祭
式
典
」
で
は
、
世
界
的
バ
レ

　

八
月
十
一
日
の
午
後
に
松
本
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
祝
祭
式
典
」
で
は
、
世
界
的
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
松
本
市
出
身
の
二
山
治
雄
さ
ん
と
白
鳥
バ
レ
エ
学
園
の
皆
さ
ん
に
よ

エ
ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
松
本
市
出
身
の
二
山
治
雄
さ
ん
と
白
鳥
バ
レ
エ
学
園
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
山
の
日
」
を
祝
う
演
舞
や
、
大
久
保
憲
一
さ
ん（
根
羽
村
長
）ほ
か
に
よ
る
「
山
の
恩

る
「
山
の
日
」
を
祝
う
演
舞
や
、
大
久
保
憲
一
さ
ん（
根
羽
村
長
）ほ
か
に
よ
る
「
山
の
恩

恵
」
と
と
も
に
暮
ら
す
人
々
か
ら
の
感
謝
の
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
山

恵
」
と
と
も
に
暮
ら
す
人
々
か
ら
の
感
謝
の
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
山

の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
て
全
国
か
ら
募
集
し
た
「
山
の
日
」
の
歌
の
表
彰
を
行
い
、
波

の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
て
全
国
か
ら
募
集
し
た
「
山
の
日
」
の
歌
の
表
彰
を
行
い
、
波

田
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
っ
て
合
唱
さ
れ
約
八
百
名
の
参
加
者
と
「
山
の
日
」
の
制
定
趣

田
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
っ
て
合
唱
さ
れ
約
八
百
名
の
参
加
者
と
「
山
の
日
」
の
制
定
趣

旨
で
あ
る
「
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
次
期
開
催
地

旨
で
あ
る
「
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
次
期
開
催
地

【
お
わ
り
に
】

【
お
わ
り
に
】

　

第
１
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
通
じ
て
、
多
く
の
皆
様
に
、
山
岳
県
信
州
の
魅

　

第
１
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
を
通
じ
て
、
多
く
の
皆
様
に
、
山
岳
県
信
州
の
魅

力
や
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
公
益
的
か
つ
多
様
な
機
能
を

力
や
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
公
益
的
か
つ
多
様
な
機
能
を

有
す
る
山
の
価
値
を
改
め
て
認
識
し
、
山
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
い

有
す
る
山
の
価
値
を
改
め
て
認
識
し
、
山
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
一
の
数
を
誇
る
本
県
の
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
や
全
国
に
先
駆
け
て
創

　

ま
た
、
全
国
一
の
数
を
誇
る
本
県
の
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
や
全
国
に
先
駆
け
て
創

設
し
た
自
然
保
育
認
定
制
度
「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」、
全
国
で
初
め
て
と
な
る
総
合
的
な

設
し
た
自
然
保
育
認
定
制
度
「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」、
全
国
で
初
め
て
と
な
る
総
合
的
な

登
山
安
全
対
策
を
定
め
た
「
登
山
安
全
条
例
」
な
ど
、
山
を
多
面
的
に
活
か
し
た
本
県
な

登
山
安
全
対
策
を
定
め
た
「
登
山
安
全
条
例
」
な
ど
、
山
を
多
面
的
に
活
か
し
た
本
県
な

ら
で
は
の
特
徴
あ
る
取

ら
で
は
の
特
徴
あ
る
取

組
を
全
国
に
発
信
す
る

組
を
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

準
備
段
階
か
ら
御
支

　

準
備
段
階
か
ら
御
支

援
・
御
協
力
を
い
た
だ

援
・
御
協
力
を
い
た
だ

い
た
企
業
や
団
体
、
環

い
た
企
業
や
団
体
、
環

境
省
・
林
野
庁
な
ど
国

境
省
・
林
野
庁
な
ど
国

の
機
関
は
じ
め
、
多
く

の
機
関
は
じ
め
、
多
く

の
皆
様
方
の
力
を
結
集

の
皆
様
方
の
力
を
結
集

し
て
初
め
て
の
「
山
の

し
て
初
め
て
の
「
山
の

日
」
を
祝
う
に
相
応
し

日
」
を
祝
う
に
相
応
し

い
全
国
大
会
を
開
催
す

い
全
国
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
。

　

山
の
日
の
誕
生
を
契

　

山
の
日
の
誕
生
を
契

機
に
、
皆
さ
ん
も
心
の

機
に
、
皆
さ
ん
も
心
の

山
を
見
つ
け
に
、
さ
あ

山
を
見
つ
け
に
、
さ
あ

山
へ
出
か
け
ま
し
ょ

山
へ
出
か
け
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
で
は
、
来
年

う
。
そ
れ
で
は
、
来
年

の
八
月
十
一
日
に
山
で

の
八
月
十
一
日
に
山
で

逢
い
ま
し
ょ
う
。

逢
い
ま
し
ょ
う
。

﹇
森
林
政
策
課
﹈

﹇
森
林
政
策
課
﹈

阿部知事歓迎あいさつ阿部知事歓迎あいさつ白鳥バレエ学園による演舞白鳥バレエ学園による演舞

「山の日」制定記念音楽の演奏「山の日」制定記念音楽の演奏波田少年少女合唱団による合唱波田少年少女合唱団による合唱

山と共に未来への誓い山と共に未来への誓い栃木県（那須町）へ「山の日帽」の引継栃木県（那須町）へ「山の日帽」の引継

士
の
油
井
亀
美
也
さ
ん
、
音
楽
家
の
小
澤
征
爾
さ
ん
そ
し
て
長
野
県
森
林
大
使
の
Ｃ
・
Ｗ

士
の
油
井
亀
美
也
さ
ん
、
音
楽
家
の
小
澤
征
爾
さ
ん
そ
し
て
長
野
県
森
林
大
使
の
Ｃ
・
Ｗ

ニ
コ
ル
さ
ん
の
山
に
寄
せ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

ニ
コ
ル
さ
ん
の
山
に
寄
せ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
小
中
学
生
が
「
山
は
私
達
の
宝
物
。
き
れ
い
な
山
、
自
然
や
文
化
を
守
る
た
め
に
、
自

の
小
中
学
生
が
「
山
は
私
達
の
宝
物
。
き
れ
い
な
山
、
自
然
や
文
化
を
守
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
「
山
と
共
に　

未
来
へ
の
誓
い
」
の
宣

分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
「
山
と
共
に　

未
来
へ
の
誓
い
」
の
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。

言
を
行
い
ま
し
た
。

 

木育キャラバンinまつもとを開催しました。 
10 11

 

 

で
あ
る
栃
木
県
那
須
町
に
山
の
日
を
象
徴
す
る
物
品
と
し
て
「
山
の
日
帽
」
を
引
き
継
ぎ

で
あ
る
栃
木
県
那
須
町
に
山
の
日
を
象
徴
す
る
物
品
と
し
て
「
山
の
日
帽
」
を
引
き
継
ぎ

閉
会
し
ま
し
た
。

閉
会
し
ま
し
た
。
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「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た

過
去
を
「
忘
れ
な
い
」
取
組

次
世
代
へ
「
つ
な
ぐ
」
取
組

諏訪会場では地域の方を中心に
130人が聴講

白馬高校3年生20人が治山工事
の現場を見学

　

山
地
災
害
に
対
す
る
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
県
内
三
会
場
で

「
森
林
の
防
災
・
減
災
講
座
二
〇
一
六
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
六
月
三
十
日
に
諏
訪
合
同
庁
舎
で
開
催
し
た
第
一
回
は
、「
豪

雨
災
害
か
ら
十
年―

里
山
の
復
興
と
未
来―

」
と
題
し
、
平
成
十
八
年
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
の
記
憶
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
防
災
・
減
災
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
、
当
時
を
知
る
元
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
の
片
倉
正
行
氏

か
ら
「
岡
谷
土
石
流
の
発
生
機
構
と
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て
」

を
、
西
山
里
山
の
会
会
長
の
小
口
瀇
明
氏
か
ら
「
地
域
を
あ
げ
て
の
災
害
復

興
と
里
山
づ
く
り
」
を
そ
れ
ぞ
れ
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
防
災
・
減
災
に

配
慮
し
た
地
域
活
動
や
里
山
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

五
月
二
十
七
日
に
、
池
田
町
彦
沢
の
治
山
事
業
の
現
場
へ
、
白
馬
高
校
三
年
生

二
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
施
設
に
つ
い
て
、
工
事
を

担
当
し
た
北
安
曇
地
方
事
務
所
林
務
課
職
員
の
説
明
を
、
熱
心
に
メ
モ
し
な
が
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
職
員
も
「
高
校
生
へ
の
説
明
は
、
地
方
事
務
所
長
へ
の
説
明
よ
り
緊

張
し
た
」
と
言
っ
た
と
か
・
・
・

　

と
も
あ
れ
、
防
災
工
事
の
一
端
に
触
れ
た
こ
と
は
、
き
っ
と
次
世
代
を
担
う
若

者
の
心
の
ど
こ
か
に
残
る
は
ず
で
す
。
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
、
と
い
う
意
識
が

世
代
を
超
え
て
脈
々
と
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】
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飯
田
市
の
佐
々
木
健
司
さ
ん
が
、
竹
炭
生
産
に
関
す
る
長
年
の
功
績
が
認
め

　

飯
田
市
の
佐
々
木
健
司
さ
ん
が
、
竹
炭
生
産
に
関
す
る
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
日
本
特
用
林
産
振
興
会
の
第
二
十
九
回
特
用
林
産
功
労
者
表
彰
を
受
賞

ら
れ
、
日
本
特
用
林
産
振
興
会
の
第
二
十
九
回
特
用
林
産
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
教
員
を
退
職
後
、
豊
丘
村
の
障
が
い
者
施
設
で
障
が
い
者

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
教
員
を
退
職
後
、
豊
丘
村
の
障
が
い
者
施
設
で
障
が
い
者

と
向
き
合
う
中
、
村
の
課
題
が
竹
林
の
整
備
で
あ
る
こ
と
を
知
る
一
方
、
自
然

と
向
き
合
う
中
、
村
の
課
題
が
竹
林
の
整
備
で
あ
る
こ
と
を
知
る
一
方
、
自
然

の
中
で
の
仕
事
が
障
が
い
者
の
精
神
安
定
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
の
思
い
に
至

の
中
で
の
仕
事
が
障
が
い
者
の
精
神
安
定
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
の
思
い
に
至

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
独
学
で
竹
炭

　

そ
し
て
独
学
で
竹
炭

を
学
び
、
長
年
か
け
て
良

を
学
び
、
長
年
か
け
て
良

質
の
竹
炭
の
生
産
に
成

質
の
竹
炭
の
生
産
に
成

功
す
る
と
と
も
に
、
障
が

功
す
る
と
と
も
に
、
障
が

い
者
に
も
技
術
を
伝
授

い
者
に
も
技
術
を
伝
授

し
て
竹
炭
の
生
産
を
軌

し
て
竹
炭
の
生
産
を
軌

道
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。

道
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
の
取
組

　

佐
々
木
さ
ん
の
取
組

は
竹
炭
の
生
産
だ
け
に

は
竹
炭
の
生
産
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
靴
べ
ら
、

と
ど
ま
ら
ず
、
靴
べ
ら
、

ペ
ン
ダ
ン
ト
、
竹
炭
ま

ペ
ン
ダ
ン
ト
、
竹
炭
ま

く
ら
等
、
高
付
加
価
値

く
ら
等
、
高
付
加
価
値

の
製
品
の
開
発
に
も
力

の
製
品
の
開
発
に
も
力

を
注
ぎ
、
施
設
の
安
定

を
注
ぎ
、
施
設
の
安
定

的
な
経
営
と
と
も
に
、
障

的
な
経
営
と
と
も
に
、
障

が
い
者
の
生
き
が
い
の

が
い
者
の
生
き
が
い
の

場
へ
と
変
革
さ
れ
ま
し
た
。

場
へ
と
変
革
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
至
っ
た
の
は
、
佐
々
木

　

こ
こ
ま
で
至
っ
た
の
は
、
佐
々
木

さ
ん
ご
自
身
の
努
力
だ
け
で
は
な

さ
ん
ご
自
身
の
努
力
だ
け
で
は
な

く
、
佐
々
木
さ
ん
の
熱
意
に
共
感
さ

く
、
佐
々
木
さ
ん
の
熱
意
に
共
感
さ

れ
た
様
々
な
業
界
の
方
々
の
支
援
の

れ
た
様
々
な
業
界
の
方
々
の
支
援
の

賜
物
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

賜
物
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
名
声
は
各
地
に
広
が
り
、
炭

　

そ
の
名
声
は
各
地
に
広
が
り
、
炭

窯
の
築
窯
か
ら
始
ま
り
良
質
の
竹
炭

窯
の
築
窯
か
ら
始
ま
り
良
質
の
竹
炭

の
製
造
方
法
ま
で
の
指
導
を
依
頼
さ

の
製
造
方
法
ま
で
の
指
導
を
依
頼
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
全
国
的
に
有

　

主
な
も
の
と
し
て
、
全
国
的
に
有

名
な
山
梨
県
身
延
竹
炭
企
業
組
合

名
な
山
梨
県
身
延
竹
炭
企
業
組
合

や
、
長
野
県
で
は
阿
智
村
竹
炭
組
合
か
ぐ
や
の
里
で
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。
ま

や
、
長
野
県
で
は
阿
智
村
竹
炭
組
合
か
ぐ
や
の
里
で
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
も
、
竹
炭
の
指
導
を
行
い
約
五
十
基
の
炭
窯
を
築
窯

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
も
、
竹
炭
の
指
導
を
行
い
約
五
十
基
の
炭
窯
を
築
窯

さ
れ
、
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
、
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
の
指
導
の
特
長
は
、
通
り
一
遍
の
指
導
で
は
な
く
、
生
産
が
軌

　

佐
々
木
さ
ん
の
指
導
の
特
長
は
、
通
り
一
遍
の
指
導
で
は
な
く
、
生
産
が
軌

道
に
乗
る
ま
で
継
続
し
て
指
導
さ
れ
る

道
に
乗
る
ま
で
継
続
し
て
指
導
さ
れ
る

な
ど
、
指
導
を
受
け
る
側
に
立
っ
た
懇

な
ど
、
指
導
を
受
け
る
側
に
立
っ
た
懇

切
丁
寧
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
平
成

切
丁
寧
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
平
成

十
八
年
に
「
森
の
名
手
・
名
人
」
に
選

十
八
年
に
「
森
の
名
手
・
名
人
」
に
選

ば
れ
た
の
を
契
機
に
全
国
か
ら
質
問
が

ば
れ
た
の
を
契
機
に
全
国
か
ら
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
際
に
も
、
一
つ
一
つ
丁
寧

寄
せ
ら
れ
た
際
に
も
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

に
対
応
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
も
、
泰
阜
村
の
依
頼
で
炭
窯
の

　

昨
年
も
、
泰
阜
村
の
依
頼
で
炭
窯
の

築
窯
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

築
窯
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
付
け
ら
れ
、

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
付
け
ら
れ
、

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

    

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

佐
々
木
健
司
さ
ん（
飯
田
市
）が

特
用
林
産
功
労
者
表
彰
を
受
賞

特用林産功労者表彰式特用林産功労者表彰式

泰阜村炭窯の築窯　佐々木氏（右）泰阜村炭窯の築窯　佐々木氏（右）視察対応する佐々木氏（中央）視察対応する佐々木氏（中央）
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地
域
が
主
体
と
な
り
、
里
山
の
森
林
資
源
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
や
商
店
街
の

　

地
域
が
主
体
と
な
り
、
里
山
の
森
林
資
源
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
や
商
店
街
の

木
質
化
、
道
の
駅
等
で
の
販
売
に
活
用
す
る
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援

木
質
化
、
道
の
駅
等
で
の
販
売
に
活
用
す
る
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援

事
業
」（
森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
事
業
）の
平
成
二
十
八
年
度
の
実
施
箇
所
が

事
業
」（
森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
事
業
）の
平
成
二
十
八
年
度
の
実
施
箇
所
が

左
表
の
と
お
り
決
定
し
、
各
地
で
特
色
あ
る
取
組
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

左
表
の
と
お
り
決
定
し
、
各
地
で
特
色
あ
る
取
組
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
内
容
は
、
改
め
て
別
号
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
、

　

こ
れ
ら
の
活
動
内
容
は
、
改
め
て
別
号
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
は
、

平
成
二
十
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
二
地
域
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
二
地
域
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
豊
か
な
森

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
豊
か
な
森

林
の
恵
み
と
積
み
重
ね
ら
れ
た
森
林
文
化
を
子
供
た
ち
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

林
の
恵
み
と
積
み
重
ね
ら
れ
た
森
林
文
化
を
子
供
た
ち
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
市
民
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
森
林
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
森
林
を
守
る
活
動

に
市
民
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
森
林
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
森
林
を
守
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
組
で
は
、
多
く
の
市
民
を
招
い
て
当

　

今
回
の
取
組
で
は
、
多
く
の
市
民
を
招
い
て
当

会
の
吉
田
山
で
の
間
伐
作
業
で
搬
出
さ
れ
た
材
で

会
の
吉
田
山
で
の
間
伐
作
業
で
搬
出
さ
れ
た
材
で

の
薪
づ
く
り
講
習
会
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
習

の
薪
づ
く
り
講
習
会
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
習

会
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
に
よ
る
森
林
の
歩
道
整
備
や
、

会
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
に
よ
る
森
林
の
歩
道
整
備
や
、

簡
易
製
材
機
を
利
用
し
た
製
材
な
ど
が
行
わ
れ

簡
易
製
材
機
を
利
用
し
た
製
材
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
で
は
、
森
林
と
の
関
わ

　

八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
で
は
、
森
林
と
の
関
わ

り
が
薄
れ
、
森
林
の
荒
廃
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

り
が
薄
れ
、
森
林
の
荒
廃
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

な
か
、
森
林

な
か
、
森
林

整
備
、
間
伐

整
備
、
間
伐

材
の
有
効
活

材
の
有
効
活

用
を
今
後
も

用
を
今
後
も

積
極
的
に
実

積
極
的
に
実

施
し
地
域
の

施
し
地
域
の

方
が
も
っ
と

方
が
も
っ
と

森
林
資
源
を

森
林
資
源
を

活
用
で
き
る

活
用
で
き
る

よ
う
幅
広
い

よ
う
幅
広
い

活
動
を
目
指

活
動
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
【
諏
訪
地
方
事
務
所
】

【
諏
訪
地
方
事
務
所
】

「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
」
が

「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業
」
が

今
年
度
も
動
き
出
し
ま
し
た
！

今
年
度
も
動
き
出
し
ま
し
た
！

〜
特
定
非
営
利
活
動
法
人

〜
特
定
非
営
利
活
動
法
人  

「
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
」
の
取
組
〜

「
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
」
の
取
組
〜

茅
野
市
「
市
民
の
森
」
吉
田
山
の
間
伐
材
有
効
活
用

茅
野
市
「
市
民
の
森
」
吉
田
山
の
間
伐
材
有
効
活
用

地域が
主役！

チェーンソークラフト講習会チェーンソークラフト講習会 簡易製材機で挽かれる間伐材簡易製材機で挽かれる間伐材

ウッドチッパーを活用した歩道整備ウッドチッパーを活用した歩道整備

������ ������������������������� � � ������� � � � � ���������������������������� �������������������� ����������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������� ���������������������������� ����������������������������������������������������������� ����������������������� ������������������������������������ ������������������������������������������������������������������������������ ����������������������������������� ��������������������� �������������������������������������������������������� ������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������ ��������������������� � ����������������������
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き
の
こ
の
生
産
技
術
並
び
に

　

き
の
こ
の
生
産
技
術
並
び
に

品
質
の
向
上
と
消
費
の
拡
大
を

品
質
の
向
上
と
消
費
の
拡
大
を

目
的
に
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る

目
的
に
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る

き
の
こ
を
一
同
に
集
め
た
「
長

き
の
こ
を
一
同
に
集
め
た
「
長

野
県
き
の
こ
品
評
会
」
を
今
年

野
県
き
の
こ
品
評
会
」
を
今
年

も
開
催
い
た
し
ま
す
。
生
産
者

も
開
催
い
た
し
ま
す
。
生
産
者

の
皆
様
に
は
、
日
頃
の
取
組
の

の
皆
様
に
は
、
日
頃
の
取
組
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

是
非
と
も
出
品
を
お
願
い
い
た

是
非
と
も
出
品
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

併
せ
て
「
長
野
県
き
の
こ
料

　

併
せ
て
「
長
野
県
き
の
こ
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
い
た

理
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

し
ま
す
。
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
方
は
全
国
大
会
へ
出
場
い
た

た
方
は
全
国
大
会
へ
出
場
い
た

だ
け
ま
す
。

だ
け
ま
す
。

　

料
理
が
で
き
る
方
な
ら
、
ど

　

料
理
が
で
き
る
方
な
ら
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
き
の
こ
料

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
き
の
こ
料

理
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

理
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度  

長
野
県
き
の
こ
品
評
会

長
野
県
き
の
こ
品
評
会  

並
び
に

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル  

を
開
催
し
ま
す

〇
期　
　

日　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日（
金
）〜
二
十
三
日（
日
）

〇
場　
　

所　

長
野
市
若
里
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト（
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
）

〇
出
品
の
申
込
み　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日（
月
）ま
で
に
最
寄
り
の
地
方

　
　
　
　
　
　

事
務
所
林
務
課
へ
申
込
み

〇
主　
　

催　

信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議
会 

（
会
長　

阿
部
守
一
）

〇
問
合
せ
先　

長
野
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
６
７ 

（
直
通
）

トピックス /お知らせ

　

昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
里
山
で
は
間
伐
等
山
の
整
備
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
放

　

昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
里
山
で
は
間
伐
等
山
の
整
備
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
放

置
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
や
広
葉
樹
林

置
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
や
広
葉
樹
林

が
点
在
し
て
い
ま
す
。

が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
地
域
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
家

　

ま
た
近
年
、
地
域
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
家

等
は
板
材
の
確
保
に
苦
労
し
、
多
く
を
中

等
は
板
材
の
確
保
に
苦
労
し
、
多
く
を
中

京
方
面
か
ら
調
達
し
て
い
ま
す
が
、
放
置

京
方
面
か
ら
調
達
し
て
い
ま
す
が
、
放
置

さ
れ
た
里
山
の
木
材
を
板
材
と
し
て
提
供

さ
れ
た
里
山
の
木
材
を
板
材
と
し
て
提
供

す
れ
ば
、
山
の
整
備
も
促
進
さ
れ
ま
す
。

す
れ
ば
、
山
の
整
備
も
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
い

　

そ
こ
で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
い

だ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
山
法
師
で
は
、

だ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
山
法
師
で
は
、

板
材
の
加
工
処
理
の
た
め
の
簡
易
製
材
機

板
材
の
加
工
処
理
の
た
め
の
簡
易
製
材
機

等
の
購
入
や
間
伐
材
の
集
積
・
加
工
棟
施

等
の
購
入
や
間
伐
材
の
集
積
・
加
工
棟
施

設
の
整
備
、南
信
州
間
伐
材
活
用
フ
ェ
ア
ー

設
の
整
備
、南
信
州
間
伐
材
活
用
フ
ェ
ア
ー

の
開
催
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
三
月
に
開

の
開
催
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
三
月
に
開

催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ア
ー
に
は
予
想
以
上
の
来

催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ア
ー
に
は
予
想
以
上
の
来

場
者
が
あ
り
、
間
伐
材
の
活
用
に
つ
い
て

場
者
が
あ
り
、
間
伐
材
の
活
用
に
つ
い
て

の
有
効
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

の
有
効
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、板
材
等
の
安
定
供
給
の
た
め
に
、

　

今
後
、板
材
等
の
安
定
供
給
の
た
め
に
、

さ
ら
に
施
設
整
備
等
を
進
め
な
が
ら
、
関

さ
ら
に
施
設
整
備
等
を
進
め
な
が
ら
、
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
取

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
取

組
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

組
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

　
　
　
　
　
　
【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

〜
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
い
だ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
山
法
師
の
取
組
〜

〜
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
い
だ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
山
法
師
の
取
組
〜

簡
易
製
材
機
等
を
活
用
し
た
間
伐
材
の
多
角
的
活
用
基
盤
整
備
事
業

簡
易
製
材
機
等
を
活
用
し
た
間
伐
材
の
多
角
的
活
用
基
盤
整
備
事
業

南信州間伐材活用フェアーで展示した創作木簡南信州間伐材活用フェアーで展示した創作木簡 簡易製材機を利用した板挽きの様子簡易製材機を利用した板挽きの様子
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
木
曽
谷
の
国
有
林
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
森
林
環
境
教
育
と
自
然
再
生
を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
、

県
内
外
の
皆
様
に
見
学
会
・
林
業
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
八
年
度
の
主
な
取
組
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
た
な
取
組
の
一
つ
に
「
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。
木
曽
地
域
へ
の
誘
客
及
び
森
林
散
策
の
普
及
対

策
と
し
て
、
木
曽
路

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活

用
し
、
木
曽
地
域
に

あ
る
散
策
路
の
十
二

カ
所
に
置
い
た
パ
ズ

ル
の
ピ
ー
ス
を
集

め
、
自
然
豊
か
な
森

林
や
散
策
路
に
親
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
パ

ズ
ル
は
、
木
曽
街
道

の
浮
世
絵
を
地
元
産
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
の
板
に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た

も
の
を
六
分
割
し
各
町
村
に
一
ピ
ー
ス
を
置
き
、
木
曽
地
域
の

六
町
村
を
巡
ら
な
い
と
絵
は
完
成
し
ま
せ
ん
。
全
十
二
カ
所
制

覇
さ
れ
た
先
着
一
〇
〇
名
様
に
は
、
は
が
き
大
の
地
元
産
ヒ
ノ

キ
間
伐
材
の
板
に
カ
ラ
ー
印
刷
し
た
木
曽
街
道
の
浮
世
絵
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
木
曽
路
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は

五
〇
〇
セ
ッ
ト
用
意
し
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日
ま
で

平
成
二
十
八
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー　

所

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー　

所  

長長　　

新
家
新
家  

孝
之
孝
之

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
開設49周年記念市
10月22日（土）

創立61周年記念
第32回日本美林まつり
10月25日（火）

10月 11日（火）
10月 26日（水）

10月12日（水）

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

10月の市売りのご案内10月の市売りのご案内

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ズ
ル
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。
赤
沢
自
然
休
養
林
内
で
ラ
リ
ー
が
完
了
す
る

普
及
版
と
し
て
、
木
曽
式
伐
木
運
材
図
を
六
分
割
の
ピ
ー

ス
に
し
た
も
の
も
同
時
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
予
定

の
六
〇
〇
セ
ッ
ト
が
好
評
に
よ
り
四
月
下
旬
の
開
始
か
ら

二
ヶ
月
で
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
側
の
高
山
帯
に
お
け
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
調
査
」
を
新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、
例
年

開
催
し
て
い
る
木
曽
地
域
の
教
職
員
を
対
象
に
森
林
・
林

業
の
役
割
や
森
林
環
境
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
、
森
林
環
境
教
育
を
学
校
教
育
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
森
林
・
林
業
学
習
会
」、

名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た
都
市
住
民
の
方
々
に
、
木
曽

川
源
流
の
国
有
林

を
訪
ね
て
、
木
曽

地
域
の
林
業
の
あ

ゆ
み
、
木
材
の
輸

送
方
法
等
見
て
い

た
だ
く
「
木
曽
の

国
有
林
見
学
会
」

等
々
を
行
っ
て
、

森
林
環
境
教
育
と

林
業
活
動
が
普
及

し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

パズルラリーご一行様パズルラリーご一行様

森林・林業学習会（ひのきを見上げる）森林・林業学習会（ひのきを見上げる）
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森
の
元気

情報

　

林
業
に
就
職
し
て
み
て
、
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
仕
事
と
は
違
い
、
と
て
も
大
変
で
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
入
社
当
初
は
重
い
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
背
負
っ
て
山
を
登
る
だ
け
で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な

り
、
普
通
に
登
っ
て
い
く
先
輩
た
ち
の
背
中
を
見
て
、

自
分
の
体
力
の
な
さ
に
、
情
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
伐

採
で
は
自
分
の
倒
し
た
い
方
向
に
木
を
倒
す
こ
と
に
苦

戦
し
た
り
、
ツ
ル
が
ら
み
の
木
の
恐
怖
を
味
わ
い
ま
し

た
。
逆
に
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
に

伐
倒
で
き
た
時
は
最
高
に
嬉
し
い
で

す
。

　

今
後
も
多
く
の
経
験
を
積
み
、
ど

ん
な
場
面
で
も
活
躍
で
き
る
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ダ
ー
を
目
指
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
林
業
は
ケ
ガ
が
多
い
仕
事
な

の
で
焦
ら
ず
確
実
に
行
い
、「
ケ
ガ

を
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
精
進
し
ま
す
。

　

共
同
就
職
説
明
会
で
今
の
会
社
か
ら
話
を
聞
き
、
地
元
の

南
佐
久
に
は
良
質
な
木
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
地
元
に
密
着

し
た
面
白
そ
う
な
仕
事
だ
な
と
と
て
も
興
味
が
湧
き
、
就
職

し
ま
し
た
。

　

実
際
働
い
て
み
る
と
夏
は
汗
だ
く
で
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
、

冬
は
と
て
も
寒
く
正
直
、
身
体
に
堪
え
る
仕
事
で
し
た
。
で

も
、
機
械
の
操
作
は
お
も
し
ろ
く
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ

て
の
伐
採
は
と
て
も
奥
が
深
く
楽
し
い
仕
事
で
す
。
同
じ

山
の
中
で
も
1
本
と
し
て
同
じ
木
は
な
い
し
、

同
じ
条
件
の
地
形
は
絶
対
に
な
く
、
常
に
新

し
い
こ
と
の
連
続
な
の
が
林
業
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
危
険
な
仕
事
の
た
め
ど

ん
な
危
険
が
あ
る
か
を
常
に
考
え
な
が
ら
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
の
は
安
全

な
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
も
っ
と
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で
、

ど
ん
な
仕
事
も
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人

を
目
指
し
ま
す
。

　

明
治
43
年
の
創
業

以
来
、
百
年
を
超
え

る
社
歴
を
数
え
ま

す
。
幾
多
の
変
遷
を

経
て
、
林
業
と
同
様

社
歴
が
長
く
な
り
ま

し
た
。

　

近
年
、
林
業
の
現
場
は
国
内
林
産
資
源
の
充
実

と
共
に
、
急
激
な
機
械
化
が
進
み
、
若
者
が
活
躍

で
き
る
舞
台
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
若
者
が
持

て
る
力
を
フ
ル
に
発
揮
で
き
、将
来
に
夢
を
持
ち
、

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
け
る
林
業
現
場
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
の
課
題
は
安
定
し
た
仕
事
量
の
確
保
と
安

全
な
職
場
づ
く
り
で
す
。

　

成
熟
期
を
迎
え
た
森
林
の
現
場
作
業
は
、
大
径
木
の
伐
採
や
高
性
能
林
業
機
械
作
業
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
現
場
で
働
く
若
き
担
い
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
佐
久
穂
町
の
株
式
会
社
吉
本
で
す
。　

 

【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】

林
業
の
担
い
手
〜
県
内
認
定
事
業
体
で
働
く

　
若
き
現
場
技
能
者
た
ち
〜

思
い
ど
お
り
の
伐
倒
、最
高

機
械
の
操
作
は
お
も
し
ろ
い

事
業
主
コ
メ
ン
ト

株
式
会
社 

吉
本　

代
表
取
締
役

由
井 

正
隆
さ
ん

ゆ  

い　

 

ま
さ
た
か

小山 真司さん

株式会社 吉本

坪井 　亘さん

こやま　 しんじ

つぼい　　　わたる

年齢 29歳　
林業経験 2年8ヵ月

所 在 地／南佐久郡佐久穂町平林121番地
設　　立／明治43年4月
体　　制／役員4名　従業員47名
勤務時間／8:00～ 17:00
主な業務／丸太・杭丸太の生産販売、製材工
　　　　　場運営、森林整備業務請負、観光
　　　　　ブルーベリー園の運営　等

年齢 31歳　
林業経験 1年7ヶ月

◇趣味◇
　野球
　スノーボード

◇趣味◇
　スノーボード
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平
成
28
年
８
月
６
日（
土
）、
も
く

り
ゅ
う
館（
安
曇
野
市
）に
お
い
て
『
森

の
恵
み
ふ
れ
あ
い
祭
り
』（
主
催
：
松

三郷中学校吹奏楽部演奏会三郷中学校吹奏楽部演奏会

上長尾獅子舞保存会による獅子舞披露上長尾獅子舞保存会による獅子舞披露

木曽の楽器メーカー作製のギター木曽の楽器メーカー作製のギター

大人気！ヒノキのmy箸づくり大人気！ヒノキのmy箸づくり

親子で楽しいヒノキ子供椅子づくり親子で楽しいヒノキ子供椅子づくり

三郷義民太鼓の演奏三郷義民太鼓の演奏

トラッスケールで重さあてクイズ 目方でドーントラッスケールで重さあてクイズ 目方でドーン

ヒノキボールはおもしろいなぁ！ヒノキボールはおもしろいなぁ！
ヒノキボール&かんな屑プールヒノキボール&かんな屑プール

いい音ならそう！森のカスタネットづくりいい音ならそう！森のカスタネットづくり

安曇野産アカマツを使った　安曇野産アカマツを使った　
椅子･プランターカバーづくり椅子･プランターカバーづくり

本
広
域
森
林
組
合
、
長
野
県
森
林
組
合

連
合
会
中
信
木
材
セ
ン
タ
ー
、
後
援:

中
信
森
林
管
理
署
、
安
曇
野
市
）が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

  

今
年
で
第
４
回
目
を
迎
え
る
本
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
木
材
セ
ン
タ
ー
に
馴
染

み
の
な
い
一
般
の
方
々
に
木
材
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
林
業
や
木

材
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

本
年
は
『
山
の
日
制
定
記
念
』
と
し

て
も
開
催
さ
れ
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る

板
材
一
点
物
の
特
価
販
売
、
木
材
市
場

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
、
ふ
れ
あ
い
木
工

コ
ー
ナ
ー
、
安
曇
野
菜
園
ト
マ
ト
の
無

料
配
布
、
大
型
薪
割
木
の
薪
割
実
演
等

様
々
な
体
験
や
実
演
、
出
店
、
さ
ら
に

は
、
地
元
の
皆
様
に
よ
る
上
長
尾
獅
子

舞
保
存
会
の
獅
子
舞
披
露
、
三
郷
義
民

山
の
恵
み
盛
り
だ
く
さ
ん
！

山
の
日
制
定
記
念

木
材
市
場
に
あ
そ
び
に
お
い
で
よ
！

第
４
回
『
森
の
恵
み
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
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次
代
の
森
林
組
合
を
担
う
た
め
に

次
代
の
森
林
組
合
を
担
う
た
め
に

森
林
組
合
初
任
者
実
務
研
修
会

森
林
組
合
初
任
者
実
務
研
修
会

「
山
の
日
」
制
定　

「
山
の
日
」
制
定　

　

記
念
市
の
開
催

　

記
念
市
の
開
催

そろいの法被で盛り上げる中信木材センターそろいの法被で盛り上げる中信木材センター
｢山の日｣制定記念市｢山の日｣制定記念市

滝澤専務のあいさつ滝澤専務のあいさつ

県産材も使ってる楽器バンドと三郷県産材も使ってる楽器バンドと三郷
中学生によるアドリブセッション　　中学生によるアドリブセッション　　

職員有志による県産材も使ってる職員有志による県産材も使ってる
楽器バンドのミニライブ 　　　　楽器バンドのミニライブ 　　　　

互いのお辞儀を確認する研修生互いのお辞儀を確認する研修生

太
鼓
の
演
奏
、
三
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部

演
奏
会
が
行
わ
れ
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

  

今
回
は
、
３
０
０
名
を
超
え
る
方
が

来
場
さ
れ
、
お
子
様
連
れ
の
方
も
多
く

お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

と
、
木
材
や
林
業
に
親
し
み
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
８
日(

月)

か
ら
10
日(

水)

に

か
け
て
、
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
長
野

市
）に
お
い
て
、
森
林
組
合
初
任
者
実

務
研
修
会（
主
催:

長
野
県
森
連
）が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
系
統
組
織
の
健
全
な

発
展
に
資
す
る
た
め
、
組
合
運
営
上
に

必
要
な
実
務
的
知
識
の
涵
養
を
図
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
、
森
林
組
合
の
初
任
者

職
員
並
び
に
研
修
内
容
に
つ
い
て
研
鑽

を
積
み
た
い
者
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
は
、
県
下
森
林
組
合
か
ら
15
名

が
、
２
日
目
以
降
は
県
職
員
の
方
11
名

も
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

  

県
下
木
材
セ
ン
タ
ー
で
は
８
月
初

旬
、「
山
の
日
」
制
定
を
盛
り
上
げ
る

記
念
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念

市
に
は
、
中
部
森
林
管
理
局
様
よ
り
優

良
材
を
多
数
出
品
い
た
だ
き
盛
大
に
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

  

多
数
出
品
い
た
だ
い
た
出
荷
者
の
皆

様
、
市
を
盛
り
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
買

い
方
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

研
修
１
日
目
は
、
県
林
務
部
信
州
の

木
活
用
課
・
上
野
亮
介
氏
よ
り
「
森
林

を
取
り
巻
く
状
況
」
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ

長
野
中
央
会
・
新
井
千
恵
子
氏
よ
り
、

身
だ
し
な
み
や
挨
拶
、
敬
語
、
電
話
対

応
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
２
日
目
以
降
、
当
会
監
査
士

よ
り
「
森
林
組
合
職
員
と
し
て
求
め
ら

れ
る
も
の
」、
森
林
組
合
の
会
計
と
し

て
「
簿
記
の
基
礎
」、「
消
費
税
」、「
指

導
事
業
」、「
販
売
事
業
」、「
森
林
整
備

事
業
」、「
事
業
管
理
費
、
事
業
外
、
特

別
損
益
、
決
算
関
係
」
に
つ
い
て
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

受
講
さ
れ
た
方
々
は
、
今
回
の
研
修

で
扱
っ
た
基
礎
的
な
事
項
を
も
と
に
、

実
際
の
業
務
で
何
ら
か
の
疑
問
が
生
じ

た
と
き
は
テ
キ
ス
ト
等
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
、
森
林
組
合
職
員
と
し
て
今

後
一
層
の
活
躍
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　
（
県
森
連
・
指
導
部
一
同
よ
り
）
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岡
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〇
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